
農業協同組合　御中 2022年10月25日
（とれたて元気市　広島店　担当部署）
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1 きゅうり 2,764 200 1 柑橘　レモン 1,048 210 1 その他切花 1,946 220

2 白ねぎ 2,470 150 2 いちじく 1,018 420 2 小ギク　　　　　切花 480 230

3 ピーマン 2,333 120 3 みかん　極早生 982 360 3 キク　　　　　　切花 468 230

4 ミニとまと 2,058 240 4 ぶどう　シャインＭ 892 930 4 大小菊　　　　　切花 376 260

5 ほうれん草 2,026 180 5 りんご 882 420 5 ケイトウ　　　　切花 266 180

6 小松菜 1,932 100 6 かき　渋柿 849 350 6 その他切枝 257 260

7 だいこん 1,887 190 7 かき　甘柿 678 160 7 ダリア　　　　　切花 253 230

8 菌床しいたけ 1,850 230 8 ぶどう 590 730 8 コスモス　　　　切花 229 140

9 なす 1,848 170 9 なし 332 470 9 バラ　　　　　　切花 202 330

10 れんこん 1,522 210 10 かき 328 250 10 センニチコウ　切花 153 180

11 里いも 1,395 250

12 キャベツ 1,112 160

13 かぼちゃ 1,089 210

14 たまねぎ 848 210

15 にんにく 803 200

16 青ねぎ 797 110

17 にら 779 100

18 えだ豆 777 270

19 ズッキーニ 728 150

20 おくら 723 120

（品目） （規格） （品目） （規格） （品目） （規格）

わさび菜 120ｇ かぼちゃ 610～1600ｇ ししとうがらし 110～190ｇ

大根菜 210～280ｇ にんにく 70～120ｇ 甘長とうがらし 170～230ｇ

サラダ水菜 150～200ｇ ピーマン 140～290ｇ キクイモ 180～430ｇ

青ねぎ 100～140ｇ 里いも 300～500ｇ

人参 250～400ｇ 菌床しいたけ 140～320ｇ

ケール 80～100ｇ とうがん 1300～2500ｇ

ほうれん草 220ｇ からし菜 120～180ｇ

サニーレタス 100～120ｇ 春菊 110ｇ

わけぎ 100～130ｇ なす 360～550ｇ
（品目） （規格）

ラディッシュ 85～150ｇ じゃがいも 480～580ｇ いちじく 330～350ｇ

きゅうり 260～300ｇ 原木しいたけ 110～140ｇ ぶどう 320～360ｇ

ごぼう 240～350ｇ キャベツ 900～1500ｇ くり 330～510ｇ

えだまめ 200～250ｇ しょうが 140～210ｇ なし 550～600ｇ

ベビーリーフ 40～70ｇ 小松菜 210～230ｇ りんご 530～900ｇ

チンゲン菜 180～230ｇ シカクマメ 50～110ｇ レモン 160～260ｇ

だいこん 410～1200ｇ

230～300円 150～300円

80～100円 130～150円

90～110円 230～280円

120円 110～120円 200～250円

150～200円

400～700円

130～160円 100～120円 500～650円

90～140円

180～230円 180～240円 800～1100円

180～330円 130～150円 250～550円

120円 120～230円
（販売価格）

150～160円 220～300円

150～180円 100～150円

110～140円 170～400円

150～200円

90～110円 200～300円

（販売価格） （販売価格） （販売価格）

130円 150～550円 100～130円

野菜 果物 花卉

450～600円180～260円

90～130円

（10月16日～10月22日)

90～120円 90～130円

■農薬を使用の際、適用作物、使用時期、使用方法を

十分に確認して使用してください。

■生産履歴（栽培記録）を確実に記帳し、元気市から

提出を求めた場合、必ず提出をお願いします。

～　とれたて元気市からのお知らせ　～

シイタケの原産地表示方法の変更について
令和４年３月３０日付けで、消費者庁の食品表示基準Ｑ＆Ａが改正され、シイタケについて、
原木（ほだ木）又は菌床培地に種菌を植え付けた場所（植菌地）を原産地とすることが義務付け
られました。表示の切り替え期間は、生鮮しいたけは令和４年９月末まででした。
しいたけ加工食品は令和５年３月末です。出荷される生産者につきましては再度ご確認をお願い
いたします。


